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講演者プロフィール

笹本正治（ささもとしょうじ）

信州大学人文学部教授。博士（歴史学）。　１９５１年山梨県敷島町（現甲斐市）生まれ。

名古屋大学大学院文学研究科博士課程前期修了。

前長野県文化財保護審議会会長。

山梨県文化財保護審議会委員、山梨県史編纂委員。

　研究は、武田信玄を中心とする戦国時代史、中世から近世にかけての音に対するイメー

ジの変化、災害史、商人・職人史など多岐にわたる。市町村とつながりながら、地域に元

気を与える活動も繰り返している。

　著書に、『戦国大名武田氏の研究』（思文閣出版）、『蛇抜・異人・木霊』（岩田書院）、『中

世の災害予兆』（吉川弘文館）、『武田信玄』（中公新書）、『鳴動する中世』（朝日選書）、『戦

国大名の日常生活』（講談社選書メチエ）、『異郷を結ぶ商人と職人』（中央公論新社）、『地

域おこしと文化財』（ほおずき書籍）、『戦国大名と信濃の合戦』（一草舎）、『武田信玄』（ミ

ネルヴァ書房）、『実録　戦国時代の民衆たち』（一草舎）、『軍師　山本勘助』（新人物往

来社）、『善光寺の不思議と伝説』（一草舎）など多数。

２



はじめに

身の回りの様々な危険

その一つに土砂の動きによるもの一上石流・地滑りなどーかおる

長野県はそうした災害の場

災害への認識

１　岡谷の災害

岡谷で土石流鉄砲水　５人死亡３人不明

『長野日報Ｊhttp://www.ｎａｇａｎｏ－ｎｐ.co.jp/ｍｏｄｕｌｅｓ／ｎｅｗｓ／ａｒｌｉｃｌｅ、ｐｈｐ？ｓｔｏｒｙｉｄ＝４２６４　更新：２００６－７－２０

　活発な梅雨前線の影響で、１８日から１９日午前にかけて県内は記録的な大雨となり、

諏訪地方では土砂崩れなどの被害が相次いだ。岡谷市湊地区と川岸東地区では１９日午前

４時４０分ごろから鉄砲水と土石流が相次いで発生し、住宅を押し流すなどして８人が行

方不明となり、うち５人が遺体で発見された。ほかに、辰野町小野で卜人が行方不明にな

っている。二の豪雨で、国道２０号を含む諏訪地方の幹線道や鉄道が各所で寸断されたほ

か、約６５００人に避難勧告が出された、

　同日午前５時４０分に設置された岡谷市災害対策本部によると、大規模な上石流は、湊

の久保寺付近、川岸の志平（しびら）、鮎沢で発生した。

　湊地区では午前５時前に２回の上石流が発生した。久保寺付近では道路に土石流が流れ

込み、なぎ倒された近くの神社の大木が、民家に倒れ込んだ。家屋は厚さ３０センチ以上

の土砂で埋まり、泥の中で横倒しになった車両も。県は陸上自衛隊に災害派遣出動を要請、

隊員約１　３　０人が捜索した。

　午前１１時ごろに起きた３回目の土石流は湊小学校近くまで流出。家屋の倒壊や床下浸

水などの被害も相次いだ。

　午後２時１８分、上流部で市消防団第７分団の小坂陽司さん（４６）ら男性２人が遺体で見

つかった。同７時までには、さらに男女卜人ずっの遺体が見つかった。小坂さんは救助作

業をしていた際、行方不明になった。１　６　０人態勢で捜索しているが、依然として３人が

行方不明になっている。

　一方、川岸地区の志平では住宅４棟が土石流に流されて倒壊。２人が行方不明となり、

同日正午ごろ、林孝幸さん（７５）＝川岸東２こが遺体で見つかった。鮎沢でも家屋が倒壊し、

ＪＲの線路内にも土砂が流出した。（以ド略）

→この地域は地元では安全といわれていた

諏訪市四賀桑原の鮎沢さんの「鮎沢系図」

鮎深肥前守六代之孫鮎滓源吾・孫右衛門・姉共二鮎滓村二而誕生、姉者橋原村へ嫁ス、此

時正保二丙戌五月廿三日、蛇崩レニ而家屋鋪不残押流され、右両人漸く命をた十かり闇夜

橋原村姉之方江引越、正保三丙戌八月横川村川引移る、正保二兄十才、弟八才

鮎洋肥前守の六代の孫に当たる鮎滓源吾、孫右衛門は姉と共に鮎渾村（岡谷市川岸）にお

いて誕生した。姉は橋原村（同）へ嫁いだ。二の時、ＩＥ保二年五月二十三日（ュリウス暦

こ＝西暦１６４５年６月７日、グレゴリオ暦＝西暦１６４５年６月１７日）、蛇崩れによって家屋敷が残
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らず押し流された。源吾と孫右衛門の両人はようやく命か助かり、橋原村の姉の所へ引っ

越した、その後正保三年八月に横川村へ引き移った、蛇崩れにあった正保二。年に兄は十才、

弟は八才であった。

一土石流が１６４５年にあった＝もっとふるさとに目を向けよう

２　蒲原沢の土石流

１９９６年１２　月　６日、安曇郡小谷村北小谷蒲原沢で起きた土石流では、１４人もの犠牲

→前年７月１】日の梅雨前線豪雨による災害の復旧工事に従事

県松本市の業者は事故前日と当日「土石流の恐れがある」として作業を見合わせていた

１９９６年１２月８日付『朝日新聞』東京本社版

別の沢では工事を中止　業者が判断

　十四人が土砂にのみ込まれた長野県小谷村の姫川支流とは別の沢の工事を担当していた

同県松本市の業者が、事故前日の五日と当日の六日、「土石流の恐れがある」として、作

業を見合わせていたことが七日、明らかになった。一帯が地滑り地区であることに配慮し

たという。

　二の業者は、事故のあった姫川の支流から四≒ほど南にある別の支流で治山工事をして

いた。約十人が作業をしていたが、こ旧］に降った雨で沢の上流に水がたまっているのを作

業員らが見つけた。幹部が現場を見回り、「増水して一気に流れてくると危険」と判断、

作業を休んだという。

　六日見前川まど量は多くはなかったが、沢に水が出ていたため作業しなかったとし

→地元では経験があった

１９９６年１２月８日『朝日新聞』

　「沢の濁り、山が動く知らせ」　言い伝え信し作業員避難

汽
ノ

　七日午前九時ごろ、長野県小谷村の災害現場でパトカーや救急車のサイレンが一斉に響

き渡った。国界橋上流約八百≒の地点で、救出に当たっていた作業員が、沢が濁っている

のを発見し、災害本部に通報。

　作業員の大半が安全な高台に避難した。この朝到着した油圧ショベルも現場に入れず、

立ち往生、作炎員たちは、不安な面持ちで現場を見下ろしていた。対策本部は、「水のに

ごりは増しかわけではなく、それほど危険な状態ではなかった」としで作業を一時間半後

に再開した。現場は、地盤がもともと弱く、地元の人によれば、「黒にこりが出たら、危

ない」と昔から言い伝えられていた。地表の黒上が沢に流れ込んでいるためで、「山が動

く」可能性が高いという。作業員の一人は「敏感になっているんだ」と話していた。地元

に住む救出作業員は「よその県から来た作業員たちは、二この自然の二とがよく分かって

いない、それも、災害の原因の一一つではないか」と話していた。

＊犠牲者の出身地は東北地方を中心とし、高齢な冬季の出稼ぎ者

　→二の地域の土石流の危険性を知らない出稼ぎ者が災害の犠牲

小谷村の災害年表

宝永４年（１７０７）１０月４日一未の刻大地震、家屋が多数倒れる（小谷村誌）。

正徳４年（１７１４）３月１５日一大地震で坪の沢大山抜け（小谷村誌）っ３０人、牛％８匹死ぬ
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　（信府統記）。

享保１０年（口２５）フ月フ日一大地震（小谷村誌）。

享保１９年（１７３４）一浦川上流崩壊、諏訪神社社殿や人家多数流出（小谷村誌）。

寛保２年（１７４２）６月２９口一地震で千国親沢が抜け落ち、新道を開く（小谷村誌）。

文化６年（１８０９）卜月２１日一大久保山が抜け、家屋２２軒倒壊（小谷村誌）。

文政１年（１８１８）１２月３１日一李平に雪崩が発生レ人家６軒押し潰す、死者フ名（小谷

村誌）。

文政２年（１８１９）卜月一李平に雪崩、６軒が被害（小谷村誌）。

文政フ年（１８２４）１２月１４口一池原に雪崩発生、死者４名（小谷村誌）。

文政年間－ポッカの宿泊中、戸倉山の大雪崩かおり、２１人が死亡したと伝えられる（歴

史の道調査報告書ＶⅢ）。

天保３年（１８３２）３月１８日一横川山抜け（小谷村誌）。

天保１２年（１８４１）１月一伊折・柳瀬・宇（雨）中に雪崩起こる（小谷村誌）。

天保１２年（１８４１）４月８日一浦川上流崩落、人家・耕地流失（小谷村誌）。

弘化３年（１８４６）４月一大地震、梨平・坪の沢家屋倒壊（小谷村誌）。

弘化４年０８４７）３月２４日一善光寺地震、小谷地方でも死者・家屋倒壊多数（小谷村誌）。

安政６年（１８５９）３月２４［］一人地震で南日道の飲み水出口が倒壊（小谷村誌）。

文久３年（１８６３）５月１４日一李平水害、人家３軒倒壊（小谷村誌）。

元治１年（１８６４）フ月１８日一人網水害、人家田畑に大被害（小谷村誌）。

明治５年（１８７２）一清水山の中間から地滑り、２戸移転（小谷村誌）。

明治１８年（１８８５）４月１１～１３日一北小谷が３日半日の大雨により被害（小谷村誌）。

明治２０年（１８８７）４月１～４日一清水山奈良尾地籍で地滑り発生、田畑・林・原野に多

くの被害（小谷村誌卜

明治２０年（１８８７）９月２フロー葛草連で地滑り、明才堰下より中谷川へ流出（小谷村誌）。

明治２３年（１８９０）～２４年一清水山奈良尾峠の東方から西端にわたり地滑り、被災者９戸

　（小谷村誌）。

明治２９年（１８９６）１０月一南小谷で大暴風により橋流出（北安曇郡誌一巻）。

明治３１年（１８９８）９月６～フロ一一中谷川・姫川の氾濫で被害が出る（小谷村誌）。

明治３２年（１８９９）一小土山に地滑り、姫川を堰き止めるＯヒアルプス小谷ものがたり）。

明治３５年（１９０２）フ月一姫川洪水、小土山加崩壊（北安曇郡詰一巻）。

明治３６年（１９０３）５月１８日一暴風により県道柳瀬・月岡・親沢の三橋梁流失、その他山

沢崩落（小谷村誌）。

明治３８年（１９０５）６月一姫川流域各地に水害、小谷凶作となる。収穫皆無の田が中上村

で６町４反に及ぶ（小谷村誌）。

明治３９年（１９０６）４月１１日一申谷村塩の久保融雪のため地滑り、人家十数戸移転（小谷

村誌）。

明治３９年（１９０６）１０月２日一降雨により白岩崩落（北安曇郡誌－一巻）。

明治４０年（１９０７）１２月７日一小谷地方に地震（小谷村誌）。

明治４０年（１９０７）一清水山加山王神社の西方柴原平全域にわたって地滑り、住宅３戸が

移築（小谷村誌）。
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明治判年（１９０８）２月一中土村半坂で地滑り、４戸移転（小谷村誌）。

明治４４年モ０９１１）６月一中上村道田に地滑り、人家２戸埋没（小谷村誌）。

明治４４年（１９Ｈ）フ月一洪水のため姫川が南小谷村、中七村に流出、倒壊の家屋有り（小

谷村誌）。

明治４４年（１９１１）８月８日一一稗田山再度崩落、同時に中上村立・高地坂崩落（小谷村誌）。

明治４５年（１９１２）４月２６日一稗田山崩壊、５戸部埋没・流出（小谷村誌）。

明治４５年（１９１２）５月４日一稗田山崩壊（小谷村誌）。

明治４５年（１９１２）フ月２１～２２ロー梅雨により稗田山が堰き止めた湖水決壊、３戸流出（小

谷村誌）。

明治４５年（１９１２）一中土村白岩で館山の西北部数十町歩、中谷川に陥落（小谷村誌）。

大正１年（１９１２）９月２３日一暴風雨のため南小谷で家屋倒壊ほか被害多数、源長寺も倒

壊（小谷村誌）。

大正２年（１９１３）一清水山が中沢上流の山入地区より押し出し、居宅３戸移築、水田地帯５

町歩被害（小谷村誌）。

大正４年（１９１５）３月１０日一中上村外沢平崩落（小谷村誌）。

大正４年０９１５）４月Ｉ日一池原裏山崩落、姫川を堰き｜卜め人家埋没（小谷村誌）。

大正６乍（１９１７）３月１６～１７日一北小谷村横川地滑り１１町歩、人家１０戸危険となる（小

谷村誌）っ

大正６年（１９１７）フ月一大雨により姫川出水、沿岸に被害（北安曇郡誌一巻）。

大正１０年（１９２１）９月一暴風で被害、わらび平で２戸、峰１戸、千国崎で１戸が全壊（小

谷村誌）。

大正１２年（１９２３）４月一豪雨で姫川洪水、来馬地区の被害大（北安曇郡誌一巻）。

大正１２年（１９２３）９月１日一関東大震災、村内にも地震あり（小谷村誌）。

大正１４年（１９２５）フ月一姫川洪水、宮本橋流出（小谷村誌）。

昭和１年（１９２６）一清水山上部の小林氏宅地に亀裂（小谷村誌言

昭和２年（１９２７）４月１２～２７日一中上村清水山に地滑り発生、住宅九戸に被害（小谷村

誌）、

昭和フ年（１９３２）３月１４日－１２日の大降雨のため中士村字新屋地籍内に亀裂、地滑りの

地籍約１０町歩（小谷村誌）。

昭和９年０９３４）２月９日一大平万雪崩発乍、住家１戸埋没、死者８人、負傷者１人（小

谷村誌）。

昭和９年（１９３４）４月４～６口一清水山・白岩地滑り発生、３戸倒壊（小谷村誌）。

昭和９年（１９３４）フ月９日一豪雨で中谷川氾濫、橋梁流出（北安曇郡誌一巻）。

昭和１０年（１９３５）６月一中土村黒倉において内務省直轄砂防工事開始、中土村清水山に

おいて農林省直轄砂防工事開始（小谷村誌）。

昭和１１年（１９３６）６月２８日一豪雨により北小谷の県道冠水（小谷村誌）。

昭和１４年（１９３９）１月３日一大平山地滑り発生、４戸倒壊、県道不通となる（小谷村誌）。

昭和１４年（１９３９）４月２１日一風張山崩壊、大糸南線・県道不通っ親沢地区４戸倒壊し、

坪の沢地区下まで冠水（小谷村誌）。

昭和１４年（１９３９）８月一大平山再度地滑り発生、４戸倒壊、県道不通となる（小谷村誌）。
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昭和１９年（１９４４）フ～１０月一四回の洪水（北安曇郡誌一巻）。

昭和２０年（１９４５）４月一大糸線現千国・南小谷間護岸決壊（北安曇郡誌一巻）。

昭和２０年（１９４５）フ月一姫川増水、大糸線護岸各所で決壊（北安曇郡誌一巻）。

昭和２０年（１９４５）１０月一姫川氾濫、第三姫川橋以遠不通（北安曇郡誌一巻）。

昭和２１年（１９４６）１２月１９日一北小谷光明地籍で表層雪崩発生、１戸倒壊、１名死亡（小

谷村誌）。

昭和２２年（１９４７）４月一外沢で地滑り発生、１４戸中１２戸が移転（小谷村誌）。

昭和２３年（１９４８）７月一雷雨により風吹山堀上を押し出し、姫川を止める（北安曇郡誌

一巻）。

昭和３２年（１９５７）４月一南小谷祖子山地滑り発生。１戸全壊、死者２ネ（小谷村誌）。

昭和３２年（１９５フ）８月一大雨により大糸線不通（北安曇郡誌一巻）。

昭和３４年（１９５９）２月１８日一神平に地滑り、住宅２戸が危険となり、大糸線不通（北ア

ルプス小谷ものがたり）。

昭和３４年（１９５９）フ月一姫川氾濫、大糸線中土・北小谷間築堤決壊（北安曇郡誌一巻）。

昭和３４年（１９５９）９月２６日一台風１５号（伊勢湾台風）による大被害発生、災害救助法

が適用される。被害総額１億２千万円（小谷村誌）。

昭和３５年（１９６０）３月５日一清水山地滑り発生、４戸全壊、４戸半壊、耕地１４ヘクター

ルを失う（小谷村誌）。

昭和３５年（１９６０）４月１日一南小谷弥太郎に地滑り発生、住宅１戸、非住宅に被害。二

の年に弥太郎全戸転出（小谷村誌）。

昭和３５年（１９６０）８月一小土山が国から「地滑り防止区域」の指定を受ける（北アルプ

ス小谷ものがたり）。

昭和３６年（１９６１）３月８日一清水山地滑り発生、住宅１戸全壊。４月６日に再発生、白岩

で１戸移転。６月３０日また発生、住宅１、倉庫１倒壊（北アルプス小谷ものがたり）。

昭和３６年（１９６１）９月１６日一台風１８号により戸土分校大破（小谷村誌）。

昭和３６年（１９６１）１１月２６日一上手村中通りに地滑り発生、住宅１危険となる（北アル

プス小谷ものがたり）。

昭和３６年（１９６１）一信濃木平地滑り（小谷村誌）。

昭和３７年（１９６２）１月一祖子山全戸転出（小谷村誌）。

昭和３７年（１９６２）４月４日一月岡に地滑り発生、住宅１戸全壊（北アルプス小谷ものが

たり）。

昭和３８年（１９６３）３月２０日一戸上に大規模な地滑り発生、田畑に被害（小谷村誌）。

昭和３９年（１９６４）４月フ目一白岩地籍に地滑り発生、家屋１戸避難（北アルプス小谷も

のがたり）。

昭和３９年（１９６４）フ月１２日－９日からの豪雨で千国崎護岸決壊ほかの被害（村勢要覧）。

昭和３９年（１９６４）１０月２１日一浦川土砂流出、住宅１戸浸水（北アルプス小谷ものがた

り）。

昭和４０年（１９６５）５月８日一浦川で鉄砲水、浦川橋流失（村勢要覧）。

昭和４０年（１９６５）フ月１７日－１２日からの豪雨で各所に被害、大糸線の不通長期化（村

勢要覧）。
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昭和４１年（１９６６）２月２５日一戸土地区で地滑り発生、３戸居住不能となる（小谷村誌）。

昭和４１年（１９６６）３月１口一清水山地籍に地滑り発生、耕地に被害が出る（北アルプス

小谷ものがたり）。

昭和４１年（１９６６）３月フ目一北日道に地滑り発生、３戸居住不能となる（小谷村誌）。

昭和４４年（１９６９）８月１２日－９日からの豪雨により災害各所に発生、中土真木下県道決

壊、燕岩護岸決壊、林道中上・上沢線決壊、清水山・上雨中に地滑り発生、３世帯に避難

勧告（北アルプス小谷ものがたり）。

昭和４４年（１９６９）９月１０日一集中豪雨により各所に被害（村勢要覧）。

昭和４５年（１９７０）４月１１日一滝の平に地滑り発生、住宅１戸半壊（北アルプス小谷もの

がたり）。

昭和４５年０９７０）４月２１日一月岡に地滑り発生、非住家１戸全壊（北アルプス小谷もの

がたり）。

昭和４５年０９７０）雪解け期一小上山に地滑りの兆候、泥崎地区では上部から水路を造り

流水を地下に浸透させないようにする（北アルプス小谷ものがたり）。

昭和４６年（１９７１）４月２日一光明沢に鉄砲水、床上１、床下２浸水、非住家１全壊（北ア

ルプス小谷ものがたり）。

昭和４６年（１９７１）４月４日一小土山地区に大規模な地滑りの兆候、５世帯に避難勧告（北

アルプス小谷ものがたり）。

昭和４６年（１９７１）フ月１６日一小上山で地滑り、姫川を堰き止める。住宅１、非住家１全

壊、床上１０、床下２浸水、その他非住家１２棟浸水（北アルプス小谷ものがたり・小谷村

誌）。

昭和４６年（１９７１）１１月２９ロー柳瀬・杉山沢に鉄砲水、大糸線不通、住宅２戸に被害（北

アルプス小谷ものがたり）。

昭和４フ年（１９７２）一南小谷真木全戸転出レｊヽ谷村誌）。

昭和５２年（１９７７）３月２５日一姫川温泉で地滑り、死者１ヤ、、負傷者３名（小谷村誌）。

昭和５６年（１９８１）６月２３日一姫川増水、国道小谷橋西側決壊、交通止め（村勢要覧）。

昭和５６年（１９８１）８月２３日一台風１５号による村道等の災害２６ヵ所（小谷村誌）。

昭和５６年（１９８１）１１月３０日一姫川流域浦川砂防２０周年及び清水山地滑り対策２５周年

記念式典（小谷村誌卜

昭和５７年（１９８２）８月１日一台風１０号により土砂崩落、大糸線不通（村勢要覧）。

昭和５８年（１９８３）９月１６日一一申上葛草連全戸転出（小谷村誌）。

昭和５９年（１９８４）２月１０日一大雪のため災害救助法適用される（小谷村誌）。

昭和５９年（１９８４）７月２６日－一大雨で横根沢・東親沢氾濫（村勢要覧）。

昭和６０年（１９８５）フ月８日一大雨でドル｜目玉で国道不通（村勢要覧）。

昭和６２年（１９８７）９月９日一浦川国有林治山事業３０周年記念式典（小谷村誌）。

昭和６３年（１９８８）１２月２１日一県道千国北城線沓掛地籍で土砂崩落発生、５名死亡、１名

重傷（小谷村誌）。

平成２年（１９９０）２月１１日一栂池で鉄砲水発生、スキー客２名死亡（小谷村誌）。

平成３年（１９９１）９月２７日一台風１９号で５８戸被害、被害総額推定１億３００万円（小谷

村注）。

８



平成４年（１９９２）１月２８日一県道川尻小谷糸魚川線白岩地区で地滑り、白岩から田中下

聞全面通行止め（小谷村誌）。

平成７年（１９９５）フ月１い１２口一梅雨前線による豪雨災害丿几

平成８年（１９９６）１２月６日一蒲原沢の土石流で１４名が亡くなる。

→２９０年間に１１４回、明治以降に限ると１３０年間に９６回＝こんなに災害があった

災害の伝説

大槻平

　北小谷村深原部落の火葬場の下にある大槻平は昔大槻伝蔵といふ者の居た処だったとい

ふ。伝蔵は真那板山崩落のため姫川が堰き止められた際、加賀の前田侯のところへ城を焼

いてお礼っいたといふ。－『北安曇郡郷土誌稿』第七輯６０頁（信濃毎日新聞社、１９３７年）

あいの町（愛ノ町）

　葛葉峠の地下に愛ノ町という村があったが、その村は昔、真那板山が崩落して地中に埋

没してしまったらしい。

　その亡念によるのだろうか、時折鶏の鳴く声が聞二えるという。一郷津弘文『千国街道

からみた日本の古代』３０１頁（銀河書房、１９８６年）

塔の峰

　深原に塔の峰という所かおる。昔、五重塔が流れてこの地にっいた所だといい伝えられ

ている。

　常誓寺の塔が地変のために漂着したのであるうという。そして一本杉と塔ノ峰とは水平

線上にあったと伝えられている。二れによっていかに水かさが多かったかを想像し得るの

である。一郷津弘文『千国街道からみた日本の古代』３０１頁

葛葉峠と常哲寺

　真那板山加崩落して姫川をせき止めた。姫川は増水して大湖水が出現した。

　沿岸の集落は湖底に埋められ、人家は上へ上へと押し流された。その当時は下寺や来馬

の河原などはなかったらしい。集落は現在の河原の地表よりまだ下にあったらしい。

　糸魚川にある常哲寺は二の騒ぎの時に引き移ったという。

　下判こある来島郵便局のすぐ下の所は稗田山崩落のために川瀬が打ちつけて深く川底を

掘った。その時大きなケヤキの二股が現れた。その大木は真那板山崩落の際、下寺の部落

の上の段丘から崩れ落ちたものであろうという。段丘にはケヤキの林があって、今その切

株がたくさん残っている。

　また下寺という地名は、常哲寺があったためだろうという。葛葉峠のできた時代や常哲

寺の移転した時代は更に分からない。常哲寺の記録では、享和四年（一八○四）に移転し

て、その時の住職は杉木祐郎氏であるという。－『千国街道からみた日本の古代』３０２頁

来馬の一本杉

　北小谷村来馬の常法寺の上に一本杉といふ地名かおる。今から三十年前迄は其処に周囲

二丈余の杉の古木があった。其の杉の幹に馨で掘った穴があって、昔舟を繋いだのだと云

はれてゐた相である。山崩で今の葛葉峠が出来た当時の事ではないかとも云はれてゐる。

－『北安曇郡郷七誌稿』第一輯６４頁

葛葉峠の一本杉

　いろいろな伝説から総合すると、葛葉峠は真那板山の崩落によってできたらしい。姫川
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が一時的に大湖水となった二とも合点のいく二とてある。来馬常法寺の上に周囲二丈（約

六≒）ばかりの杉の老木があった。それに二つの穴があけられて船をつないだという伝説

かおる。二の歴史ある一本杉も伐採されて今はただ根株を残すのみである。その付近の地

名を一本杉という。一郷津弘文『千国街道からみた日本の古代』３０３頁

山王の池の主

　中土村清水肝上区には、山王様が祀ってあ‰其の附近に山王の池があった。二の池の

主は赤牛で、村の人々が草刈に行くと、其牛が出て一緒に遊んださうであるっ少し前その

池を潰して大きな田にしたが、近年清水山部落の崩落と共にぬけて、又池になりはじめて

ゐる。～『北安曇郡郷土誌稿』第一輯１０頁

稗田山の崩落と金山和尚

　昔、北小谷村の来馬に小谷五人衆のひとり横沢という家があった。その妻は姑と折合が

悪く、何時かは姑を亡きものにしてやるうと決心しその機会をねらっていた。

　たまたま元日の日、かねて用意の毒薬を朝茶に混じて姑に進めた。姑は何の気なしに祝

いの茶だからといって主人に遣った。主人は知らずにその恐ろしい茶を飲み、直ちに年頭

の挨拶に出かけ、先づ常法寺へ行って住職の金山和尚に年賀の挨拶をした。

　金山和尚は大檀那の家の主人だから大いに歓待した。しばらくすると客人は腹痛を起し

て苦しみだレ人に扶けられて漸◇Ｊ帚宅する二とができた。家は周章狼狽、看護に全力を

尽した。バすれどもその効なく遂に不帰の客となった。家人の嘆きは一通りではなかった。

　妻は和尚が毒殺したのだと訴えた、和尚はそれがために縛にっいた。和尚は無実である

と一生懸命に弁明したが聴き許されず、遂重罪犯人として松本藩へ送致されることになっ

た。和尚は如何にも無念でたまらないので、途中松ケ峰に着いて来馬が見えなくなる時、

足に力を入れて大地を踏んで叫んだ。

　　「人を無実の罪におとして覚えておれ。　うら（俺）が無理なら二のままでもよいが、う

らが無理でなかったら二の山ひっくりかえれ。」と地団駄ふむと、ついていた杖は地中に

深く没した。すると晴天俄かにかき曇り、稗田山ぼ大鳴動をした。

　明治末年、稗田山は大崩落して来馬耕地を埋めたが、横沢家の所有地が最も被害が多か

ったと。二れもその怨念が崇ったのだという。

　それから来馬では金山様という碑を建てて、その霊を祀る処が数ケ所に及んアミ

　稗田山崩落の年の春、石坂の人だらけ松ケ峰を越えて稗田山の方めざし、浦川の深い谷

をよっていく緋の衣を着た僧を見たという。一小谷村教育委員会編了小谷民俗誌』３１５頁

　（小谷村教育委員会、１９７９年）

稗田山崩壊の前報せのあった話

　細野家の総本家と云ばれる南小谷村石坂の上手に古くから伝へられてゐる弘法様のおか

けしかあって、何か大変事のある時などは家を守って下さったといふので非常に崇められ

てゐる。去る明治四十四年稗田山崩壊の折、夜になると同家の屋根峰に大坊主が登り鉢巻

で突立って手を振り「逃げろ逃げろ」と叫んでゐるのを目撃した村人は「そら上手の弘法

様がお立ちになったぞ、何か事がなければよいが」と口々に云ったといふ事である。かう

したことが三晩つぐいてその夜、物凄い音響と共に夢に仁思はなかった稗田山が崩壊して

浦川筋へ押出して来た。此の時上手の新宅松兵衛一家は全部埋没されてしまった。その直

前至って実直な松兵衛氏の夢枕に坊主が現れ、やはり「逃げろ逃げろ」の言葉を三声残し
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て去ったが氏はどうしても不思議でならなかったと語ったとの二とである。

　稗田山崩壊の年の春石坂の人は松ケ峰を越えて稗田山の方へ浦川の深い谷を上って行く

緋の衣を着た僧侶を見た相だ。それが崩落の前兆だったとムはれてゐる。二の僧は無実の

罪に陥れられた金山和尚で「小谷口碑集」三五頁に「怨念山を崩す」とあるのがそれであ

る。－『北安曇郡郷土誌稿』第一輯２５頁

かさい様

　東小谷の石坂部落に堂があって、その庭にかさい様といふ大きな石があった。その石に

さはればきっとおできが出来、又からだにおできの出来てゐる人は二のかさい様にお願い

ひすればなけして下さるといふおできの守り神様であった。稗田山崩落のとき地下に埋っ

てしまって影も形も見えないが、高さ五尺・周囲二三丈もある水成岩であったといふ。－

　［北安曇郡郷土誌稿］第七輯１６９頁

大池の雨乞い

　稗田山の奥に風吹岳がある。そ二に大池かおる。

　昔、雨乞いのために神官を頼んで、村中の人がここに上った。池の中に大きな岩がある。

それに橋をかけ、神官を独り岩の上に送った。そうして祈祷をしてもらった。祈祷の終わ

る二ろ池の中から大蛇が現れてその岩の周りを三巻さした。神官は驚き恐れてただちに陸

へ飛び帰って気絶した。池中は見る見る増水レ天はにわかにかき曇って大雨が降ってき

たのである。皆の衆は恐れて神官を助けて下山した。

　神官は一度は蘇ったが、二れが原因となって黄泉の旅へと去った、一郷津弘文『千国街

道からみた目本の古代』３０８頁

宮本の社

　昔南小谷村の坪ノ沢が山崩れのために姫川を堤き止めたことがあった。其の時段々水嵩

が増して北城村の塩島まで水を湛へた二とがあった。押出して来た土砂と一緒に馬のくつ

が流れて来て宮本の官の大杉にかかった。村人は「宮があぶない」といって白倉山へ御神

体を御遷し申して祀った。其の後水のひけてから白倉の神様はそ二を飛び出して宮本へお

帰りになったので再び宮本に氏神様を祀ることとなった。宮本へお帰りになったときお通

りになった道は樹が裂けてをったといふ。一回ヒ安曇郡郷土誌稿』第七輯２１６頁

【信仰】

地辻りの信仰

　小谷の地は地辻りの被害が多い、春の雪解けの頃から梅雨の頃にかけて、傾斜地で地盤

の弱い所には、亀裂を生じ易い。二れに雨水がしみ込んで地辻りを起こす。

　二のぬけ止めには昔から、戸隠神社へお参りに行きぬけ止めの祈祷をお願いする習慣か

おる。亀裂の生じた場所が、多くの人に被害を及ぼす場合とか共有地であれば仲間が相談

して代表が戸隠まで代参に出かける。昔は徒歩で汪回村森上から、柳沢峠を越えて鬼無里

村を通り、戸隠までー一日の強行程で歩いた。

　戸隠の坊で一泊して祈祷をお願いし、お札と杭を二本とか四本とかを受けて帰り、ムラ

人とお祭りをして、ぬけ１卜めの杭を亀裂の入っている要所に打ち込む、二うした信仰が、

杜人等に、伝えられている。一匹」ヽ谷民俗誌Ｊ　１８２頁

山崩れを防いだ八幡様

　南小谷村字立屋の八幡様は昔「ま二びし」（地名）のぬけ出して来た時、戸板でもって
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防いで下すったので土砂は黒川沢と赤沢との両方に分れて、おかげて立屋部落は難を免れ

る二とが出来た。今でも八幡様を境にして土質の全く異ってゐるのはそのためであるとい

み。－『北安曇郡郷土誌稿』第二輯２０頁（郷土研究社、１９３０年）

腕無し地蔵

　南小谷村弥太郎部落は戸数五軒山の麓の斜面に点在した部落である。二の村の中央に地

蔵堂があって、其の中には無造作に刻生れた片腕の無い地蔵様が祀ってある、二の地蔵様

については次の様な言ひ伝へがある。昔大雪崩が出て上の山から二の部落へ押して来た。

五軒の家はすんでの二と二の下になると見え九時、二の雪崩は皆一ケ所へ集って来て五軒

の家のに１間にある地蔵様のところを走って一筋になっ丁下の川原へ落ち込んだ。その為め

に五軒の家は危ふく難を免れた。村中が川原へ下りて見ると、地蔵様はちゃんと雪の上に

座ってをられたが、よく見ると片腕がもげてゐるっ村中はこれは地蔵様が我々の身代りに

なって下すったのに違こないといって、お堂を建てゝ二の中へお祀りした。其後「おいた

にしいからＪ　といふので片腕をつくっておつけ申したが、翌朝行って見ると落ちてゐる。

何遍つけてもどうして仁駄目だった。そこでこれは不思議な二とだと口よせに占ってもら

ふと、お地蔵様の申されるのに「俺を刻んで呉れた様々名人が作って呉れなくてはっりあ

はない」との二とであったっそれで今にそのまバこなってゐる。－『北安曇郡郷土誌稿』

第二輯２９頁

姫ケ淵

　南小谷村にも姫ケ淵と呼ばれてゐる淵かかるが、こ二は大昔奴奈川姫が越後から姫川を

遡って休まれた処なので姫ケ淵といふようになったのだといひ、姫川の名もこれから出た

のだといよ。又この淵の涸れたときは国に変事のある前兆だといひ、日清・日露の両戦役

の前には実際水の涸れたことがあった。－『北安曇郡郷土誌稿』第七輯２頁

３　木曽与川の蛇抜

「蛇抜の話」（長野県木曾郡南木曾町）

　南木曽町に与川という川が流れています。その川をさかのぼっか山では、貴族の家を建

てるために人ぜいの木こりが集められ、役人のもとでたくさんの木が切られていました。

その木こりの中に、正直者の与平という男がいました。

　ある雨の激しい夜、与牛は「トン、トン」と小屋をたたく音に目をさ圭しましたュ恐

る恐る戸を開けると、白い着物を着た女の人が悲しげに立っていました。そして女の人は

　「これ以上木を切り倒すと、必ず悪い事が起二るでしょう。」と言い残して雨の中にスー

ツと消えてしまいました。

　あくる日、与平はこのことを仲間に話しました。木こりたちは二のことばを恐れて、仕

事を続けることを拒みましたが、役人は聞き入れません。こわさのあまり、とうとう与平

は［はらが痛い。］と嘘をついで仕事を休んでしまいました。

　その夜、いつかの女の人が現われて、［あした雨が降り始めたら、山の頂へ必ず逃げて

下さい、］と言い残して、夕闇の中へ消えていきました、

　次の日、女の人の言った通り、大雨が降り上砂くずれが起きました。二のため、里の家

々は後かたもなくっぶされて、中仙道もくずれ去ってしまいました。二の時与平は、土砂
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に流されていく白へびを見まし言実はあの女の人は白へびの仮の姿だったのです。

　二の二とが起きてから、与平は木二りをやめて、馬方になり尾張の国から食物を運

んだということです。

　二ういうわけで南木曽町には、水難を防ぐ石碑や地蔵様が多くたてられています（『私

たちが調べた木曾の伝説』第兄集１９頁、長野県木曾西高等学校地歴部、１９８０年）。

→伝説のメッセージは何か

　「中野沢の蛇抜」

　天保十五年に尾張様が下山の中野沢というと二ろでね、御用材を伐ってどえらい蛇抜け

　（水害による土砂崩れ）がしたそうだ。そいで人夫がもうべったり（たくさん）流された

ってっその供養の為に与川渡に地蔵さんが建ったってわけよね（『民俗調査報告書長野県

木曾郡南木曾町与川』７２頁、和洋女子大学民俗研究会、１９７８年）。

　［崩れ　地抜跡］（宝暦９年（１７５９）６月の「木曾御材木方」）

山の欠ケロ大石等落重なり候を崩れと中候、或八地抜跡と中候、或八小砂・小石交りの崩

れも有之候、凡地抜と唱候八山奥の谷所々欠損し、大夕立の時分一旦二水筋を築埋夕候付、

山奥より流れ出候谷水相滞り、水勢甚盛二成り築埋候所を押切、又々大石等有之所二Ｉ府一

さゝえ持堪、水上の水弥増し候節再び押切り、大石・大木をも押流し損亡仕候儀二御座候、

尤山の形勢二依而地抜の可有山者、人雨の節八予其心得をも仕候儀二御座候（『長野県史

近世史料編』第六巻３７６頁）。

　→江戸時代に木曾地方では、旧が降った後の土砂崩れ・土石流を蛇（地）抜と呼ぶ

天保１５年５月２７日の蛇抜

　妻寵宿の天保１４四年・１５年の『御用留』

御材木を伐叫出生ため、柚や日用が与川山に入って仕事をしていたところ、５月２７日の

夜強雨で山抜が起きて、即死したり怪我をする者が出たという記載

尾張藩木曾材木奉行が天保１５年１０月に、同年の蛇抜の災害で死傷した人々に見舞金を贈

ったのを確認した文書の最後に、「当年御用材木御伐り出し取り計らい候、与川下山中の

沢入に当たり、五月二十七日の夜、山抜の節、柚・日用亙人組の人数百十二人、内六人無

事、七人怪我、九十九人死失いたＵ戻」

　『木曾与川山抜地蔵一巻』（徳川林政史研究所）によれば死失人が９１人、死失人で生所が

知れない者８人、怪我人フ人、今計１０６人とある。

三つのお地蔵さん一災害と鎮魂－

①岐阜県恵那郡付知町の辻堂－８０センチほどの石製

　建立者は川路聖謨で自費１０両を費やレ天保１１年（１８４０）２月に完成の供養

　天保９年３月１０日に焼火した江戸城西の丸の再建。勘定吟味役だった川路聖謨＝「御

普請御用」を命じられ、匹建のため巨大な檜材を用意。主として尾張藩領の裏木曾山

　聖謨は４月２２日に江戸を出立、尾張熱田白鳥の木場で木を選び、閏４月２１日に井出小

路山に向かい、以後フ月１２日に江戸に帰るまで、現地で指揮

　二の間に木曾山では次々に異変二巨大な石が小屋の上に落ちたり、怪獣や巨大な虫が出

現したり、小屋が焼けたり、木曾地方で蛇抜と呼ぶ七石流が襲ったりして、多くの犠牲者

が出た、さらに大木を伐るうとすると木から血が流れ、木くずが元の木に戻ったりして、

木二りが変死したという。
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　８月中旬に大きな蛇抜かあって死者

　翌年、無事職務を果たした聖謨は犠牲者を悼んでお地蔵さんを建立

　尾張藩主になった家荘は妖夢に悩まされ、怪異は江戸城大奥に及んだため、これは山の

神の崇りだと将軍の命によって、尾張藩は天保１１年、井出小路山の中に霊異石三基を建

て、同十四年付知村に本殿を建てて護山神社

②　長野県木曾郡南木曾町の与川集落の入口、約２メートルの巨大な石地蔵

　尾張藩が約４０両の作料と、弘化２年（１８４５）２月２６・２７日に供養費として約３０両

　天保１５年（１８４４）５月２７日の夜、強雨のため与川の下山中の沢で蛇抜＝９９人死亡

③長野県木曾郡大桑村の田光発電所脇、２メートル程の石地蔵、中央製紙株式会社建立

　大正１２年（１９２３）フ月１７日からの集中豪雨により、翌日の木曾谷南部には多くの蛇抜

か発生。犠牲者は大桑村だけで死者２６人、行方不明者５２人、重傷者９人、軽傷者２５人

最大の犠牲者＝伊奈川の氾濫。中央製紙の発電所工事のため飯場

遭難死亡者名＝日本人１０人、朝鮮人３２人。大桑村での死者・行方不明者のうち半数近い

おわりに

身近な伝承に着目しよう

嫌なことでも冷静に受け止めよう

家の中でも伝承を心懸けよう

伝承を読み解こう

ことわざや地名も災害を伝えている

身近な災害に気をつけよう
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